
地球に優しい新メニュースタート！

事業活動における環境報告
　コープしがは「2020年に向けた新たな環境政策」に基づき、事業と活動の両面で地球温暖化防止や自然
環境の保全、廃棄物の削減などの取り組みを進めてきました。ISO14001の認証は返上しましたが、「環境マ
ネジメントシステム」を独自運用して環境管理に取り組んでいます。

● エネルギーの効率的な使用とCO₂排出量の削減
2018年度環境マネジメントプログラム目標と実績� ※抜粋

環境目標 評 価 2018年度の取り組み

全事業所で電気使用量を前年実績を
維持します 〇 電気使用量は、4,374kwhで昨年比99．8％と削減することができました

（10月度までコープかたた店をのぞく）

ガソリンの効率的な使用をすすめ、前
年実績を維持します。 〇 ガソリン使用量は、68，345ℓで昨年比85.0%と大幅に削減することがで

きました。（11月度までコープかたた店をのぞく）

一般廃棄物排出量を前年実績以内に
します × 廃棄物排出量は、93,356kgで昨年比149.6％と大幅に増加しました。

リサイクルの総回収量を前年実績以
上にします × リサイクル品の回収量は、3,393tで昨年比98.5%と前年実績に届きません

でした。

コープでんきの推進をすすめます 〇 2，477人の目標に対して、2，515人の新たな利用者が参加しました

車両燃料使用量
　車両燃料は、ガソリンの使用量を大幅に
削減する事ができました。また、その他
ディーゼル車両のうち43％の燃料にBDF5
を使用、CO₂排出量は18.6tの削減になり
ました。
※BDF5…�廃食用油を原料としたBDF燃料を

5%配合したディーゼル車燃料

環境配慮型商品の普及
利用点数2018 利用金額2018 前年比％

地球
にやさしい 生産から廃棄を通して環境負荷が少なく環境保全に

役立つと認められた商品 301,587 45,692,614 104.4

森林
資源を守る

適切に管理された森林資源で作られた商品 532,234 357,200,082 280.1

海洋
資源を守る

持続可能な漁業で獲られた水産物で作られた商品 323,245 117,189,104 144.7

熱帯と
森と人を守る 熱帯雨林を守ることを目的に持続可能な農業を営む

農園で育てられた商品 250,526 68,705,590 376.7

途上
国の暮らしを守る 発展途上国の農産物や商品を公正な価格で取引し作

られた商品 15,118 5,817,386 395.6

● コープでんき
　再生可能エネルギーの割合が高い電源構成であることが特徴の「コープでんき」は、３生協（コープしが・大阪いず
み市民生協・京都生協）のまとまりの力で、「料金値下げ」と「駆けつけサービス」を実現しました。
� 登録人数：10,755人

リサイクル回収実績
 （2018年4月〜 2019年3月）

 共同購入回収物

年度
累計 50,470kg

（104.8%）

牛乳パック回収量

●2018年度リサイクル売却実績　59,857,111円

 循環型社会をめざして

年度
累計 3,263,460kg

（107.0%）

共同購入案内書回収量

回収率 70.8%（-6.7%）

 店舗回収物

年度
累計 16,464kg

（121.6%）

ペットボトル 牛乳パック
年度
累計 7,905kg

（111.3%）

ペットボトルキャップ
年度
累計 1,279kg

（120.3%）

年度
累計 3,696kg

（114.7%）

トレー

商品仕分け袋回収量
年度
累計 34,574kg

（95.5%）
回収率 31.8%（-1.1%）

＊�牛乳パックは、ただいまロール・おかえりティッシュに、	
卵パックとペットボトルは、卵パックにリサイクルされます。

（　　）は前年比

玉子パック回収量
年度
累計 23,075kg

（101.2%）
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■車両燃料使用量

ゼロでんき
CO2（二酸化炭素）の排出係数をゼロにしました。

※電源構成は、FIT電気100％です。※算出されるCO2は、J-クレジットで対応しています。

再生可能エネルギー
発電のFITでんき

100%
J-クレジットで

CO2
ゼロ

100%再生可能エネルギー
太陽光、風力、水力、バイオマ
スなどの自然エネルギーで発
電された電力は環境に優しい
電力とされています。ゼロで
んきは再生可能エネルギー
（FIT電気）100%の電気です。

J-クレジットの活用
国の認定委員会が承認した「J-クレジッ
ト」を活用することで、温室効果ガス
である二酸化炭素（CO2）の排出係数
をゼロにしたプランを実現しました。
※�J-クレジットとは、省エネルギー機器の導入や
森林経営などの取り組みによる、CO2などの
温室効果ガスの排出削減量や吸収量を「クレ
ジット」として国が認証する制度です。

● 県内産品の普及
　　▪宅配商品部で企画する県内生産物と県内産品を原材料として使用する商品�
� 3,095品　／　前年比 109%
　　▪店舗での県内の産物供給高� 73,751,033円　／　前年比 114％
　　▪産直こめ育ちさくらたまご
　　　「エサも地産地消」をめざし、親鶏の餌の15％に県内産の飼料米を使用したたまご
� 108万3383点　／　3億611万円
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